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A246a 高強度レーザー生成プラズマ中の非平衡非等方K殻放射
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高速点火核融合プラズマでは、超高強度レーザーの照射によって臨界密度近辺にて生成された高速電子がエネ
ルギーキャリアとなり、バルク電子との衝突を介して背景プラズマにエネルギーを付与する。これまで筆者らは、
プラズマ中を伝搬する高速電子からバルク電子へのエネルギー付与過程の理解を目的として、塩素を添加したプ
ラスチックターゲットへの高強度レーザー照射実験を行い、部分電離塩素イオンから放射されるKα線を観測し、
併せて実施したPopulation kineticsコードによる解析によって、バルクプラズマ温度が 100 ∼ 150 eV程度である
との知見を得た [1,2]。ために、そのX線スペクトルを計測する事上記では、プラズマ中の電子速度分布関数は、
低温バルク電子と高速電子の両方について、互いに異なる温度の等方的な速度分布を仮定した。そこで高速電子
速度分布関数の非等方性の計測を目的として、ヘリウム様イオンからの Heα線 (1s2 1S0 - 1s2p 1P1)の偏光度計
測を実施する一方 [3]、磁気副殻準位を取り扱った Population kineticsコードを開発し、偏光度の高速電子速度分
布関数依存性とプラズマ密度依存性を明らかにした [4]。講演では上記より得られた高強度レーザー生成プラズマ
中の高速電子輸送についての知見を総括する。
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